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要旨                                             

海藻由来フコイダン含有脱塩海水濃縮物をミニトマト（チカ）に収穫前に 500倍希釈液を収穫 1週間前、お

よび 2週間前の 2回葉面散布にて与えたところ、非投与群と比較してトマトの糖度、ビタミンＣ、およびリコ

ピン量が増加した。                                               

                                                                                         

                                                                                                   

                                                                                                                                                                                          

序論 

本研究に用いた海藻由来フコイダン含有脱塩海水

濃縮物は鳥取県に本社を置く株式会社タングルウッ

ドがトンガ王国産モズクからフコイダンを抽出する

際に生じる残渣から塩化ナトリウムを除去し、さら

にエタノールを用いた抽出により海水由来ミネラル

を濃縮したものである。これまで１０余年に渡り津

山に活動拠点を置くＮＰＯ法人、百業・百楽ネット

ワークはこの海藻由来フコイダン含有脱塩海水濃縮

物を「海っこ」の名前で試験販売し、農作物に対し

て液肥として使用した場合の効果に関して調査を重

ねてきた。別紙１に「海っこ」の商品概要を示す。

また、「海っこ」の一般的な施肥法を別紙１に示した。

「海っこ」を用いた栽培法は「海水由来の塩分」を

利用した海水農法 1-2)「もずく由来のフコイダン」を

用いた海藻農法 3)「アルコール」を用いたアルコー

ル農法 4-5)の３つの効果が期待されることから、先の

百業・百楽ネットワークは本農法を「トリプル農法」

と命名し、本農法を津山発の知的財産として活用す

ることを目指している。トリプル農法の詳細を資料

１に示す。また「海っこ」の対応可能な種目は野菜

ではトマト、キュウリ、なす、玉ねぎなど特に生食

野菜に向いている。果樹ではぶどう（ピオーネ）に

おいて昨年桑守が報告したように、糖酸比の改良な

らびにポリフェノール産生促進効果が観察され 6)、

稲、黒大豆などの作物にも食味改善などの効果が報

告されている。 

また菊、ばらなどの花卉やセツブンソウ、笹百合

といった山野草においても使用実績がある一方で、

植物性食品の生産ばかりでなくニワトリ、鯉、エビ、

金魚といった動物への好影響も報告されている。 

「海っこ」を用いた農法を試している農家は岡山

県津山市、岡山県岡山市、鳥取県境港市、広島県広

島市、奈良県生駒市、福井県鯖江市等広範囲にわた

り、毎年各地から試験栽培の結果報告を受け、デー

タを蓄積してきた。これまでの調査は農家の主観に

因る比較であったが、今回の助成活動に於いて成分

分析によるデータの数値化を始めて行い、客観性を

持った比較を行った。 

 

方法 

1.試料 

本研究に用いた海藻由来フコイダン含有脱塩海水

濃縮物は先述の通り鳥取県に本社を置く株式会社タ

ングルウッドがトンガ王国酸モズクからフコイダン

を抽出する際生じる残渣から塩化ナトリウムを除去

し、さらにエタノールを用いた抽出により海水由来

ミネラルを濃縮したものである。本試料の成分分析

結果を表１に示す。 

 

2.ミニトマトの栽培 

試料には 2017年 1月 20日より有限会社グリーン

サム（岡山県瀬戸内市邑久町庄田 1164）によって水

耕栽培されたミニトマト「チカ」を設定し、海っこ

施肥群と非使用区に分けて収穫まで 40 日間栽培し

た。トリプル農法では 3回「海っこ」を施肥するが、



今回の試験では 500倍に希釈した「海っこ」を収穫

２週前と１週前の２回葉面散布により施肥した。 

 

3.ミニトマトの成分分析 

 グリーンサムで収穫されたミニトマトは速やかに

株式会社日本食品機能分析研究所（福岡県福岡市博

多区店屋町 3-20）に郵送し、基礎成分 7種（エネル

ギー（三大熱量素のエネルギー換算係数乗数の和）、

タンパク質（ミクロケルダール法）、脂質（酸分解法）、

炭水化物（差し引き法）、ナトリウム（原子吸光光度

法）食塩相当量（ナトリウム換算係数乗数）、水分(減

圧加熱乾燥法)、灰分（直接灰化法）、糖度(ソモギー

変法)、クエン酸量・コハク酸量（高速液体クロマト

グラフ法）、総ビタミンＣ量（高速液体クロマトグラ

フ法）、リコピン量（吸光光度法）を測定した。 

 

結果 

2 回目の施肥直前のミニトマトを図２に、成分分

析結果を表２に示す。エネルギーは処理区、非処理

区共に 31kcal/100gで差がなかった。以下、タンパ

ク質が処理区1.0g/100gに対し非処理区1.0g/100g、

脂質が処理区、非処理区共に 0.1g/100g、炭水化物

が処理区 6.5g/100g に対し非処理区 6.6g/100g、食

塩相当量が処理区、非処理区共に 0.0g/100g、ナト

リウム量が処理区、非処理区共に 3mg/100g、水分が

処理区 91.8g/100g に対し非処理区 91.9g/100g、リ

ンゴ酸は処理区、非処理区共に検出されなかった。

これらの項目においては処理区と非処理区の間に於

いてほとんど差は見られなかったが、一方で灰分が

処理区 0.6g/100g に対し非処理区 0.5g/100g、直接

還元糖が処理区 5.3g/100g に対し非処理区

5.1g/100g 総ビタミンＣが処理区 35mg/100g に対し

非処理区 33mg/100g、リコピンが処理区 10mg/100g

に対し非処理区 6mg/100g、クエン酸が処理区

0.6g/100g に対し非処理区 0.7g/100g と処理区と非

処理区で差が見られた項目も散見した。 

 

考察 

 ここでいうトリプル農法とは作物に適度な負荷を

かけ、作物本来の生命力を活性化させる農法である

が、乾燥などのストレスで糖度が上昇するトマトに

おいて 7-8)本法がどのような影響を及ぼすかを検討

した。一般成分ではほとんど差が見られなかったも

のの、灰分、直接還元糖、総ビタミンC、リコピン、

クエン酸において差が観察されている。灰分が処理

区において上昇した理由は海っこの海水由来ミネラ

ルがトマト中に移行したことが考えられる。また、

筆者らの先行研究 6)により、海っこを用いたピオー

ネでは光合成が活性化し、特に色素生成が盛んにな

るという結果を観察しているが、本研究においても

カロチノイド色素であるリコピンがおよそ 2倍にま

で増加している。直接還元糖、および総ビタミンＣ

の増加もこの光合成活性化に起因する物と考えられ

る。光合成活性化の機構は未解明ではあるが、海水

ミネラル中に多く含まれるマグネシウムは葉緑素の

主要構成成分であるため、葉緑素生成促進につなが

っているものと推察される。 
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